
平成20年度決算　　津別のまちの家計簿

まちの話題　54人が大人の仲間入り！　20歳を祝う成人式が開かれる

今月の表紙　　児童館パン作り　～チョコレートやあんなど５種類のパンづくりに挑戦しました～

温故知新

短歌は生活の一部

緑町　加賀谷　須賀子さん



平
成
20
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
48
億
１
１
３

３
万
円
と
な
り
、
前
年
比
１
・
７
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
木
芸
協
加
工
施
設
電
気
料
に
伴

う
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
訳
（
２
ペ
ー
ジ
円
グ
ラ
フ
）
を
見
る

と
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
大

き
な
財
源
に
な
っ
て
お
り
、
20
年
度
決
算
で
は
27

億
９
１
４
４
万
円
で
歳
入
全
体
の
58
・
０
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
（
７
・

１
％
）
や
地
方
譲
与
税
な
ど
の
交
付
金
、
交
付
税

減
に
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
措
置
さ
れ
た

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
町
債
を
合
わ
せ
た
依
存

財
源
は
73
・
９
％
に
な
り
ま
す
。

残
り
の
26
・
１
％
は
、
皆
さ
ん
が
納
付
す
る
町

税
な
ど
の
自
主
財
源
で
す
。
町
税
の
総
額
は
５
億

４
７
５
９
万
円
で
、
一
人
当
た
り
９
万
２
４
０
５

円
の
納
付
額
に
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
決
算
で

は
、
基
金
か
ら
３
億
60
万
円
を
取
り
崩
し
、
歳
入

の
不
足
分
を
補
い
ま
し
た
。

歳
出
の
最
終
決
算
額
は
、
47
億
６
８
５
６
万
円

で
対
前
年
比
２
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

（
科
目
別
決
算
額
は
３
ペ
ー
ジ
円
グ
ラ
フ
参
照
）

公
債
費
は
、
事
業
を
行
っ
た
と
き
に
借
り
た
お

金
の
償
還
額
で
す
。
歳
出
全
体
の
21
・
３
％
を
占

め
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
公
債

費
負
担
が
大
き
い
状
況
は
今
後
も
続
く
た
め
新
規

の
発
行
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

総
務
費
は
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金
や

森
の
健
康
館
整
備
事
業
が
減
と
な
り
、
給
与
費
や

国
土
調
査
事
業
な
ど
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
市

町
村
業
務
経
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

農
林
業
費
は
、
国
・
道
の
土
地
改
良
事
業
の
減
、

林
業
構
造
改
善
事
業
や
町
有
林
整
備
事
業
が
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
費
は
、
津
別
高
校
振
興
対
策
事
業
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
経
費
が
含
ま
れ
、
各
種
体
育
施
設

管
理
経
費
な
ど
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

歳 入（一般会計）

�

地方交付税
27億9,144万円
（58.0%）

その他 2億 37万円（4.2%）
地方譲与税、地方消費税交付金、

自動車取得税交付金、地方特例

交付金など

依存財源
73.9%

自主財源
26.1%

町　債
2億2,151万円（4.6%）

国・道支出金
3億4,341万円（7.1%）

町税
5億4,759万円
（11.4%%）

繰入金
3億63万円（6.2%）

諸収入
1億 176万円（2.1%）分担金その他

2億4,381万円（5.1%）
分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入、寄付金

総額　　48億1,133万円
町民一人あたりの町税の納付額　92,405円
（平成21年３月31日現在　人口5,926人）

繰越金
6,082万円（1.3%）

津
別
の
ま
ち
の
家
計
簿

一
般
会
計
は
、
３
億
６
０
万
円
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
ま
し
た

皆皆皆皆
ささささ
んんんん
がががが
納納納納
めめめめ
るるるる
税税税税
金金金金
やややや
国国国国
・・・・
道道道道
かかかか
らららら
のののの
交交交交
付付付付
金金金金
なななな
どどどど
はははは
、、、、
私私私私
たたたた
ちちちち
のののの
生生生生
活活活活
をををを
よよよよ

りりりり
良良良良
くくくく
すすすす
るるるる
たたたた
めめめめ
にににに
いいいい
ろろろろ
いいいい
ろろろろ
なななな
形形形形
でででで
使使使使
わわわわ
れれれれ
てててて
いいいい
まままま
すすすす
。。。。
ここここ
れれれれ
らららら
がががが
、、、、
行行行行
政政政政
ササササ

ーーーー
ビビビビ
スススス
とととと
しししし
てててて
どどどど
のののの
よよよよ
うううう
にににに
使使使使
わわわわ
れれれれ
たたたた
のののの
かかかか
、、、、
一一一一
般般般般
会会会会
計計計計
をををを
中中中中
心心心心
にににに
平平平平
成成成成
22220000
年年年年
度度度度

決決決決
算算算算
のののの
執執執執
行行行行
状状状状
況況況況
にににに
つつつつ
いいいい
てててて
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ
しししし
まままま
すすすす
。。。。

平成20年度決算

公債費
10億1,458万円
（ 21.3%）

農林業費
2億8,017万円（5.9%）

総務費
9億9,366万円
（20.8%）衛生費

5億 351万円
（10.6%）

歳 出（一般会計）

総額　　47億6,856万円
町民一人あたりの経費　804,684円
（平成21年３月31日現在　人口5,926人）

　   

�

民生費
7億2,206万円
（15.1%）

教育費
4億9,917万円
（10.5%）

土木費
3億3,645万円
（7.0%）

消防費
3億 52万円
（ 6.3%）

労働費 107万円（0.0%）

議会費

6,601万円

（1.4%）

商工費 5,126万円（1.1%）

特別会計決算額

企業会計決算額表２

表１

諸支出金 10万円（0.0%）

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
と
し
て
、
国
民
健

康
保
険
事
業
・
老
人
保
健
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
・
介
護
保
険
事
業
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
下
水
道
事
業
・

簡
易
水
道
事
業
の
７
事
業
会
計
と
上
水

道
事
業
で
あ
る
企
業
会
計
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。（
表
１
・
２
参
照
）

各
会
計
と
も
健
全
財
政
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
一
般
会
計
か
ら
不
足
分
を
補

う
た
め
、
上
水
道
事
業
を
除
く
６
事
業

特
別
会
計
に
、
４
億
２
９
０
７
万
円
が

繰
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
・
企
業
会
計

� �

■公債費
一部事業の償還完了により前

年対比4.9％の減。

■総務費
公共施設等整備基金積立金の

減などにより前年対比4.9％の

減。

■民生費
後期高齢者医療広域連合市町

村業務経費の増などにより前

年対比6.4％の増。

■衛生費
地域医療費助成やごみ焼却施

設整備事業などの増により前

年対比4.8％の増。

■教育費
放課後児童クラブ経費やチャ

シ測量・試掘事業ファミリー

スキー場管理経費などの増に

より前年対比4.7％の増。

■土木費
町道整備事業や町営住宅整備

事業の大幅増により前年対比

19.9％の増。

■消防費
前年対比16・9％の増。

■農林業費
農業費は、前年対比0.2％の減

ですが、林業費の、町有林整

備事業などの増により前年対

比19.5％の増。

■商工費
レストハウス管理経費などの

増により前年対比4.1％の増。

一般会計性質別内訳表３

■地方交付税

地方公共団体間の財源不均衡

是正を目的に、国税の所得税、

法人税、消費税、酒税など、

それぞれ一定割合の額を国か

ら交付されるお金。

■国庫・道支出金

町で行う特定の事業に対して、

国または道から交付される負

担金、委託金、補助金。

■町税

町民税や固定資産税、軽自動
車税、特別土地保有税、たば
こ税、入湯税など。

■町債

町が事業を行うために借りた
お金のほか、地方交付税減に
よる財源不足を補うため措置
された臨時財政対策債が含ま
れる。

■繰入金

目的の事業を行うための財源
及び財源不足を補う目的で、
町の貯金である基金を取り崩
して一般会計に入れたお金。



１月５日、中央公民館で第43回新春書初席書大会が開

催され、町内の小中学生58人が参加しました。毎年、商

工会青年部が主催しており今回で43回目になります。小

学生は「ひろい空」や「美しい心」、中学生は「天地創造」

や「大自然の美」など各学年ごとに定められた課題に力

強く筆を走らせました。

また１月24日には、金、銀、銅、に選出された40人と

特別賞に選ばれた17人が商工会で行われた表彰式に出席

し、表彰状が授与されました。

紙
い
っ
ぱ
い
に
の
び
の
び
と

新
春
の
思
い
を
筆
に
の
せ
て

力
を
込
め
て
「
ぺ
っ
た
ん
」

「
ア
ソ
ビ
バ
つ
べ
つ
」
で
餅
つ
き

１
月
10
日
、
中
央
公
民
館
で
、
20
歳
を
祝
う
成

人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
54

人
。
式
で
は
、
布
瀬
勝
明
教
育
委
員
長
、
佐
藤
多

一
町
長
、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
、
日
下
太
朗
道

議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
菊
地
麻
子
さ
ん

が
町
民
憲
章
を
朗
読
、
北
口
雄
大
君
と
蒔
田
彩
乃

さ
ん
が
成
人
の
誓
い
を
述
べ
、
木
内
奈
津
季
さ
ん

が
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
見
室
内
管
弦
楽
団
に
よ
る
お
祝
い

の
演
奏
会
や
津
別
町
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
の
上
映

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
安
部
照
也
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

の
万
歳
三
唱
で
終
え
、
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
友
人
と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
交
換
す
る
な
ど
再
会
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

54
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
！

20
歳
を
祝
う
成
人
式
が
開
か
れ
る

１
月
９
日
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象

に
し
た
餅
つ
き
大
会
が
中
央
公
民
館
で

が
行
わ
れ
、
26
人
の
子
供
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。
毎
年
鏡
開
き
に
あ
わ
せ
て

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
て

実
施
。
町
内
で
生
産
さ
れ
た
も
ち
米
10

キ
ロ
を
使
用
し
ま
し
た
。

最
初
に
高
校
生
が
も
ち
米
を
つ
ぶ
し

た
後
、
子
供
た
ち
が
用
意
さ
れ
た
小
さ

い
杵
を
順
番
に
振
る
い
ま
し
た
。
つ
き

あ
が
っ
た
餅
は
高
校
生
ら
が
し
ょ
う

油
、
あ
ん
、
き
な
粉
な
ど
を
ま
ぶ
し
て

子
供
た
ち
に
配
り
、
み
ん
な
で
お
い
し

く
味
わ
い
ま
し
た
。

12
月
22
日
、
津
別
高
校
で
海
外
派
遣

報
告
会
が
行
わ
れ
、
研
修
に
参
加
し
た

５
人
の
生
徒
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

の
生
活
や
感
想
な
ど
を
全
校
生
徒
の
前

で
発
表
し
ま
し
た
。
前
回
ま
で
は
10
日

間
だ
っ
た
研
修
期
間
が
今
回
か
ら
英
語

や
文
化
に
ふ
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
15
日
間
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

研
修
模
様
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

し
た
後
、
個
々
で
決
め
た
研
修
テ
ー
マ

に
沿
い
、
一
人
ず
つ
研
修
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
発
表
の
中
で
は
、「
学
校
の

授
業
中
で
も
食
事
を
し
て
い
た
」「
英

語
が
聞
き
取
り
や
す
く
な
れ
た
」
な
ど

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

津
別
高
校
海
外
研
修
報
告
会

異
国
の
文
化
を
肌
で
感
じ
る

１
月
10
日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
か
わ
ら
版
福
祉
基
金
」（
大
東
勲
代
表
）
が
主

催
し
て
、
今
年
で
14
回
を
迎
え
た
カ
レ
ン
ダ
ー

即
売
会
が
、
中
央
公
民
館
・
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

家
庭
や
企
業
の
方
か
ら
善
意
で
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
集
め
、
会
場
に
は
、
朝

早
く
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
大
型
の
日
め
く

り
、
風
景
写
真
、
動
物
写
真
、
絵
画
、
卓
上
型

な
ど
好
み
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
時
間
を
か
け
て
選

ん
で
い
ま
し

た
。カ

レ
ン
ダ

ー
展
示
即
売

会
の
収
益
金

は
、
中
央
公

民
館
図
書
室

の
充
実
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
善
意
で
寄
せ
ら
れ
た

カ
レ
ン
ダ
ー
展
示
即
売
会
が
開
か
れ
る

１
月
16
日
、
農
業
体
験
塾
「
だ
い

ち
」
の
調
理
体
験
（
津
別
町
農
業
協

同
組
合
主
催
）
が
行
わ
れ
、
町
内
の

子
供
た
ち
７
人
が
グ
ラ
タ
ン
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
食
材
は
津
別
産
の

じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ
、
か
ぼ
ち
ゃ

な
ど
を
使
用
。
津
別
町
農
業
協
同
組

合
青
年
部
の
大
松
部
長
は
「
み
ん
な

に
野
菜
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た

く
て
野
菜
グ
ラ
タ
ン
に
し
ま
し
た
。

津
別
産
の
食
材
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
。
子
供
た
ち
は
青
年
部
の
手

を
借
り
な
が
ら
食
材
を
調
理
。
グ
ラ

タ
ン
が
完
成
す
る
と
子
供
た
ち
は
大

喜
び
し
、
お
い
し
そ
う
に
野
菜
も
食

べ
て
い
ま
し
た
。

冬のスポーツに元気に挑戦！

少年少女スケート教室が始まる

地
元
の
食
材
を
食
べ
て
！

「
食
育
」
で
調
理
教
室
開
催

１
月
８
日
、
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
第
24
回
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
活

汲
小
中
学
校
の
小
学
生
14
人
、
中
学
生
５
人
の
計

19
人
が
、
中
学
校
部
門
の
合
奏
の
部
で
金
賞
を
受

賞
し
、
３
月
28
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

１
月
18
日
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し
た
活
汲
小
中

学
校
の
細
川
晴
喜
君
（
小
学
６
年
生
）
と
山
田
愛

果
さ
ん
（
中
学
２
年
生
）
は
「
僕
た
ち
小
学
生
が
、

中
学
生
の
部
に
出
た
が
、
楽
し
く
演
奏
で
き
ま
し

た
。
全
国
で
も
花
村
賞
を
取
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」「
大
会
で
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
お

か
げ
で
、
金
賞
を
取
る
こ
と
が
こ
と
が
出
来
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

阿
部
博
道
教
育
長
は
「
全
国
大
会
で
も
頑
張
っ

て
演
奏
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

送
り
ま
し
た
。

全
道
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞

活
汲
小
中
学
校
８
年
連
続
全
国
出
場

今年も子供たちの冬休みを利用したスケ

ート教室が開催され、寒さの厳しい冬のス

ポーツに挑戦しました。

１月12日から14日までの３日間、少年

少女スケート教室（社会教育課主催）が町

民スケートリンクで行われ、６人の小学生

が参加。体育指導員と一緒にパイプ椅子を

押し、滑る感覚を身につける練習などを行

いました。
椅子を押して滑る感覚を身につけます



年
間
６
千
ト
ン
の
出
荷
見
込
み

新
加
工
馬
鈴
し
ょ
施
設
が
稼
動

冬
は
寄
せ
鍋
が
最
高

一
人
暮
ら
し
お
年
寄
り
の
集
い
が
開
催

12月22日、加工馬鈴しょ集出荷貯蔵施設の

竣工式が津別町農業協同組合活汲事業所施設

内で行われました。

同施設は国の平成20年度強い農業づくり事

業による補助事業の一環で、昨年８月に起工

式が行われました。これまでは、一時的な保

管のための施設はあったものの、長期に渡る

貯蔵はなく品質低下の問題がありましたが、

スケール検査処理室や６室の空調冷蔵施設を

備えたこの施設は馬鈴しょの長期貯蔵が可能で、広島県などへ出荷する際の品質保持と出荷量の拡大が可能

になりました。

式には津別町農業協同組合、工事関係者ら約70人が出席し玉ぐし奉てんなどの神事を行いました。式典の

最後にはテープカットが行われ、新施設の完成を祝いました。

１
月
13
日
、
津
別
町
中
央
公
民
館
で
、
一
人
暮
ら

し
お
年
寄
り
の
集
い
（
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
お
年

寄
り
87
人
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

料
理
は
、
寄
せ
鍋
、
赤
飯
、
お
汁
粉
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
所
属
さ
れ
て
い
る
方
と
津
別
町

赤
十
字
奉
仕
団
の
方
々
20
人
の
協
力
に
よ
る
豪
華
な

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
余
興
で
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
が
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。参

加
者
は
「
冬
は
、
皆
で
食
べ
る
寄
せ
鍋
は
美
味

し
く
、
会
話
も
弾
み
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

１
月
14
日
、
津
別
町
教
育
委
員
会
顕

彰
の
表
彰
が
教
育
長
室
で
行
わ
れ
、
７

人
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
選
ば
れ
た
の
は
テ
ニ
ス
の
加
藤

千
花
さ
ん
と
佐
藤
梨
緒
奈
さ
ん
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
の
笹
本
陸
さ
ん
と
佐
々
木
大

樹
さ
ん
と
近
藤
柊
馬
さ
ん
、
相
撲
の
中

橋
清
美
さ
ん
と
白
尾
聡
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

選
手
ら
を
代
表
し
て
中
橋
さ
ん
が

「
今
ま
で
は
相
撲
し
か
こ
の
賞
を
い
た

だ
い
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
テ
ニ

ス
と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
選
手
も
選
ば

れ
、
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
仲
間
と
し

て
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
を
讃
え
る

７
人
３
団
体
が
表
彰
を
受
け
る

12月24日、新しい美幌警察署本岐駐在所の開所式が行

われました。本岐駐在所は昭和58年に建てられ築28年が

過ぎ、老朽化のため昨年８月から建て替えが進められて

いました。新しい駐在所は住民の相談に応じるためのコ

ミュニティー施設を完備。

開所式には美幌警察署長や佐藤町長、自治会住民ら約

20人が出席。同駐在所には小本一雄警部補が勤務し、

「地域住民の安心のよりどころとして犯罪防止に努めてい

きます」と決意を述べました。

「
地
域
住
民
の
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」

本
岐
駐
在
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

津別町総合計画策定審議会（原田英機会長）は、平成22年４月

から平成32年３月までの10年間の新しいまちづくりに関する総合

計画（案）の審議を終え、12月29日に佐藤町長に答申しました。

町では、計画（案）策定のために平成20年の７月に公募委員５名

の他に町内の各団体の協力を得、50名体制による策定審議会を設

置し、諮問を受けた策定審議会では、昨年12月まで17回にわたる

検討作業を行ってきたものです。

計画（案）の「はじめに」では、「町は、この地に暮らす私たち

一人ひとりの生活の基盤であり、身近な社会」とし、「それを日々

育て、担い、そして活気に満ちたものに仕立て上げていく仕事は、

他ならぬ町民の使命なのです」と『町は舞台、町民が主役』の考え方を基本に据えられています。

また、今後のまちづくりのキー・コンセプトを『田園工房のまち・つべつを目指して』とし、中心市街地の活

性化・地場産業の活性化・まちづくりセンター構想からなる３つの戦略プロジェクトを設定し、その具体的な

展開が記載された内容となっています。

原田会長は、富田会長職務代理とともに町長室を訪れ、「この計画（案）は、我が町に点在する有力な各種資

源と潜在力を線で結び、その質を高めて行くために、優先的かつ重点的に取り組むべき内容に絞り込んだもの

です。実行性を高めるためにも、行政の先導的な役割を大いに発揮されることを期待します。」と答申書を読み

上げ、策定審議会でまとめ上げた計画（案）を手渡しました。町長は、１年６ヶ月にわたる策定作業に感謝し

「計画（案）の本旨である『町は舞台、町民が主役』のまちづくりに向け全力を上げたい。そして、計画（案）

に携わっていただいた皆さんに、引き続きご意見・お力添えをいただき取り組んでいきたい。」と今後の協力を

求めました。

町では、答申を受け本町の最上位計画として、３月議会に提案していくこととなります。

札幌で開かれた第６回北海道インドアソフトテニス

選手権大会のダブルス部門で第３位に入賞し、千葉県

で開催される全国大会へ北海道代表として出場するこ

とが決まった津別小学校４年生の河野ノアさんが、１

月18日に町長室を訪れ道大会の入賞報告と全国大会で

の活躍を誓いました。昨年９月から美幌ソフトテニス

少年団の選手とダブルスを組み、後衛を担当。「全国大

会では決勝リーグにあがれるように頑張りたい」と話

し、佐藤町長は「体調管理に努め決勝リーグにぜひ進

んでほしい」と激励しました。

津
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
団

全
国
で
の
活
躍
に
期
待
！

き
ん
ぴ
ら
や
漬
け
物
に
！

町
内
施
設
に
ヤ
ー
コ
ン
寄
贈

12
月
20
日
、「
ヤ
ー
コ
ン
３
人
組
」

の
一
人
、
中
山
和
彦
さ
ん
が
ヤ
ー
コ
ン

10
キ
ロ
の
寄
贈
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
訪
れ

ま
し
た
。「
ヤ
ー
コ
ン
３
人
組
」
は
上

里
、
美
都
、
布
川
で
農
業
に
従
事
す
る

か
た
わ
ら
、
２
年
前
か
ら
ヤ
ー
コ
ン
の

研
究
や
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
若
手

農
業
グ
ル
ー
プ
で
す
。

ヤ
ー
コ
ン
は
、
繊
維
質
が
多
く
ナ
シ

に
似
た
触
感
が
特
徴
。「
糖
度
や
栄
養

価
も
高
い
の
で
、
食
べ
て
元
気
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
中
山
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
福
祉
寮
と
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
ほ
の
ぼ
の
に
も
寄
贈
を
行
い
、
３

施
設
で
計
22
キ
ロ
を
贈
り
ま
し
た
。

新たな施設の門出を祝うテープカット



睡
眠
は
体
の
疲
れ
を
取
り
除
き
、

脳
や
神
経
を
休
息
さ
せ
て
疲
労
を
回

復
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
睡

眠
開
始
直
後
の
深
い
睡
眠
で
は
、
成

長
ホ
ル
モ
ン
が
盛
ん
に
分
泌
さ
れ
ま

す
。
成
長
期
の
子
ど
も
に
は
も
ち
ろ

ん
、
傷
つ
い
た
細
胞
の
修
復
や
新
し

い
細
胞
を
作
り
出
す
な
ど
、
新
陳
代

謝
を
促
す
役
割
も
あ
る
た
め
、
成
人

に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
睡

眠
中
は
免
疫
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の

が
、
白
血
球
や
リ
ン
パ
球
か
ら
分
泌

さ
れ
ま
す
。

〈
睡
眠
は
何
時
間
が
ベ
ス
ト
？
〉

睡
眠
の
長
さ
が
一
つ
の
目
安
と
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
理
想

的
な
睡
眠
時
間
は
人
に
よ
っ
て
様
々

な
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
睡
眠
は
時

間
の
長
短
よ
り
、「
起
床
時
に
充
足
感

が
あ
る
か
」「
昼
間
の
眠
気
が
多
く
な

い
か
」
な
ど
、
よ
く
眠
れ
て
い
る
の

か
を
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
快
適
な
眠
り
の
た
め
に
〉

■
早
起
き
が
早
寝
を
導
く

起
床
時
に
朝
日
を
目
に
す
る
と
、

体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

す
る
と
14
〜
16
時
間
後
に
体
温
が
低

下
し
、
さ
ら
に
１
〜
２
時
間
す
る
と

自
然
な
眠
気
が
現
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

光
を
浴
び
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
眠
時

間
が
決
定
す
る
の
で
す
。

■
夕
食
は
就
寝
３
時
間
前
ま
で
に

朝
食
は
、
体
温
の
上
昇
、
脳
や
体

の
目
覚
め
の
為
に
も
大
切
で
す
。
夕

食
は
就
寝
３
時
間
前
ま
で
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
食
事
の
直
後
は
副
交
感

神
経
が
刺
激
さ
れ
て
眠
く
な
る
反
面
、

胃
が
活
発
に
活
動
し
、
そ
れ
に
伴
い

脳
も
働
き
続
け
る
た
め
、
質
の
高
い

睡
眠
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
昼
寝
は
20
分
間
、
入
浴
は
ぬ
る

め
の
湯
船

昼
食
後
に
眠
い
場
合
は
、
午
後
３

時
前
の
20
分
程
度
に
と
ど
め
ま
し
ょ

う
。
入
浴
は
、
38
〜
40
℃
の
湯
に
20

分
ほ
ど
入
浴
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

に
寝
る
態
勢
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
カ
フ
ェ
イ
ン
や
お
酒
は

カ
フ
ェ
イ
ン
の
作
用
は
４
〜
５
時

間
持
続
す
る
た
め
、
夕
方
以
降
は
麦

茶
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

お
酒
は
、
睡
眠
中
に
途
中
で
目
が
覚

め
や
す
く
睡
眠
が
浅
く
な
る
た
め
、

熟
眠
感
が
低
下
し
逆
効
果
に
な
り
ま

す
。

父
親
は
、「
僧
侶
（
仏
門
に
入
っ
て

修
行
し
て
い
る
人
）
を
し
て
い
る
関
係

で
、
書
斎
に
は
、
本
が
豊
富
に
沢
山
あ

り
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
か
え
る
。

「
戸
籍
上
の
名
前
は
『
須
賀
子
』
で
す

が
、
幼
い
頃
は
、
体
が
弱
く
病
気
が
ち

だ
っ
た
の
で
、
親
が
、
愛
称
（
本
名
以

外
の
名
前
）
で
『
の
り
子
』
に
改
め
、

以
後
、
の
り
子
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
た
。

「
文
学
（
思
想
・
感
情
を
言
語
に
よ
っ

て
表
現
す
る
芸
術
）
が
好
き
で
、
活
字

を
読
む
の
が
小
さ
い
と
き
の
楽
し
み

で
、
書
斎
で
一
日
過
ご
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
」
と
語
る
。

短
歌
は
、
和
歌
の
一
形
式
で
、
５
・

７
・
５
・
７
・
７
の
５
句
体
か
ら
な
る

歌
。
今
日
、
和
歌
と
い
え
ば
こ
の
短
歌

を
さ
す
。

「
短
歌
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
昭
和

50
年
、
本
岐
で
造
材
業
を
営
ん
で
い
た

河
内
佳
信
さ
ん
が
『
津
別
短
歌
氷
柱
会
』

を
発
足
さ
せ
、
新
聞
で
会
員
募
集
の
呼

び
か
け
が
あ
り
、
入
会
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
」
と
話
す
。

平
成
10
年
２
月
、
津
別
短
歌
氷
柱
会

長
の
河
内
さ
ん
が
逝
去
。

「
会
の
存
続
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
女

性
の
会
員
が
多
い
た
め
、
会
の
名
称
を

『
津
別
短
歌
つ
ら
ら
会
』
に
改
め
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

「
例
会
は
隔
月
ご
と
に
、
北
見
在
住
の

長
野
た
つ
え
先
生
の
指
導
を
、
受
け
て

開
催
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
吟
行

ぎ
ん
こ
う

（
短
歌
、
俳
句
を
作
る
た
め
に
、

郊
外
、
名
所
を
歩
く
こ
と
）
会
は
、
年

２
回
、
自
然
に
触
れ
、
即
興
で
短
歌
を

作
り
、
皆
さ
ん
で
勉
強
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

短
歌
は
「
自
由
な
発
想
で
、
字
数
が

多
い
分
、
表
現
が
楽
で
す
。
若
い
人
の

感
受
性
（
直
感
的
に
そ
の
印
象
を
感
じ

取
り
、
心
に
感
動
を
呼
び
さ
ま
す
こ
と
）

は
、
私
た
ち
と
も
ま
た
違
う
の
で
、
希

望
と
し
て
は
、
若
い
人
た
ち
と
も
交
え

て
、
一
緒
に
勉
強
を
し
た
い
で
す
」
と

話
さ
れ
た
。

短
歌
は
、
加
賀
谷
さ
ん
の
生
活
の
一

部
で
、
創
作
活
動
は
今
後
も
続
く
。

かがや　すがこ　さん／昭和６年11月網走で生まれる／78歳／緑町在住

さ
ん

短
歌
は
生
活
の
一
部

加
賀
谷

須
賀
子

【382】
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問い合わせ　健康医療グループ　健康推進担当　† 76－2151 内線231

子
供
た
ち
に
は
元
気
で
力
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
て
ほ
し
い
で
す

水
上
　
佳
朗

さ
ん

みずかみ　よしろう さん／昭和61年５月生まれ

活汲児童クラブに勤務／西４条

睡
眠
は
免
疫
活
性
化
に
も
働
く
!?

平
成
21
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
２
月

16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

期
限
近
く
に
な
り
ま
す
と
、
混
雑
し
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
書
は
お

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、所
得
税
の
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、２
月
16

日
前
で
も
税
務
担
当
で
申
告
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

２
月
16
日
以
降
の
申
告
受
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。

受
付
場
所

役
場
税
務
担
当
④
カ
ウ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
ま
で

午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

な
お
、
右
の
受
付
時
間
に
仕
事
等
の
都
合
で
来
ら

れ
な
い
状
況
の
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
夜
間
の
申
告
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。（
期
間

は
申
告
期
間
中
で
、
午
後
８
時
ま
で
と
し
ま
す
）

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
申
告
書
用
紙
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公

的
年
金
）、
印
鑑
、
国
民
年
金
控
除
証
明
書
、
国
保

税
・
介
護
保
険
料
の
領
収
書
、
生
命
保
険
・
地
震
保

険
・
旧
長
期
損
害
保
険
控
除
証
明
書
、
医
療
費
控
除

を
さ
れ
る
方
は
領
収
書
を
個
人
ご
と
に
分
け
、
病
院

等
ご
と
の
合
計
額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
所
得
税
の
還
付
金
が
出
る
方
は
申
告
者
名
義
の

銀
行
口
座
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
で
も
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
はh

ttp
://w

w
w
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ta
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o
.jp

所
得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

２
年
前
か
ら
放
課
後
児
童
指
導
員
と
し

て
町
内
で
勤
務
し
、
今
は
活
汲
児
童
ク
ラ

ブ
で
子
供
た
ち
の
健
康
と
安
全
を
見
守
る

水
上
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

高
校
卒
業
ま
で
津
別
で
過
ご
し
、
ス
ポ

ー
ツ
関
係
の
職
を
目
指
し
江
別
市
の
北
翔

大
学
短
期
大
学
部
人
間
総
合
学
科
ス
ポ
ー

ツ
科
学
系
を
専
攻
。
卒
業
ま
で
に
保
健
体

育
の
中
学
教
諭
免
許
や
健
康
運
動
実
績
指

導
者
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
放

課
後
児
童
指
導
員
は
短
大
卒
業
後
す
ぐ

に
、
町
内
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
誕
生

し
た
こ
と
や
子
供
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
現
在
に
至
る
そ
う
で
す
。

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ダ

ー
ツ
と
多
彩
。
サ
ッ
カ
ー
は
小
学
生
の
頃

か
ら
始
め
、
今
は
北
見
市
の
３
部
リ
ー
グ

に
在
籍
し
、
司
令
塔
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽

引
し
て
い
ま
す
。「
一
昨
年
、
昨
年
と
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
い
る
リ
ー
グ
の
ア
シ
ス

ト
王
に
な
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
す
。
ボ
ー
リ
ン
グ
と
ダ
ー
ツ
は
、

友
人
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
３

年
ほ
ど
前
か
ら
本
格
的
に
始
め
、
今
で
は

週
に
何
度
も
通
う
ほ
ど
熱
中
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
「
旅

行
に
出
か
け
て
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ
た
い

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。



先
に
回
覧
で
も
お
知
ら
せ
し
た

通
り
、
階
段
の
昇
り
降
り
が
辛
い

年
齢
の
方
々
の
申
告
も
多
く
な
っ

て
来
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

年
の
確
定
申
告
は
役
場
税
務
担
当

の
場
所
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

場
所
が
狭
い
等
の
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
担
当
†
76
｜
２
１
５
１

確
定
申
告
会
場
で
源
泉
徴
収
票

の
コ
ピ
ー
を
要
望
さ
れ
る
方
が
お

り
ま
す
が
、
他
に
収
入
等
の
証
明

を
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
の

本
人
控
え
に
、
税
務
担
当
の
受
付

印
を
押
印
す
る
こ
と
で
、
源
泉
徴

収
票
と
同
じ
効
力
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
要
望
が
あ
っ
て
も
コ
ピ
ー
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ

い
。
必
要
な
方
は
、
事
前
に
ご
自

分
で
コ
ピ
ー
を
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
担
当
†
76
｜
２
１
５
１

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
、
労

働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は
、
１
か
月

60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

に
つ
い
て
割
増
賃
金
率
が
５
割

増
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

（
猶
予
事
業
場
あ
り
）、
年
次
有

給
休
暇
が
時
間
単
位
で
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
で
す
。

詳
し
く
は
、
下
記
の
北
海
道

労
働
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

裁
判
所
で
は
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

や
土
地
・
建
物
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
、
ま
た
、
家
庭
問
題
や
相
続
の

問
題
な
ど
様
々
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
間

電
話
予
約
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
の
時
間

予
約
・
問
い
合
せ
先

北
見
簡
易
裁
判
所
†
０
１
５
７

｜
24
｜
８
４
３
１
（
内
線
２
１
１
）

（
予
約
の
場
合
は
１
週
間
前
ま
で

に
ご
連
絡
下
さ
い
）

道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
！

冬
の
交
通
安
全
に
努
め
よ
う

住民活動

グループ

†７６－２１５１

◎燃料盗難事件発生！

12月中、美幌町内において、ホームタンクから、農

機具用の軽油が盗まれる事件が発生しています。

◎侵入窃盗事件発生！

12月中、美幌町内の一般住宅や事務所において、空

き巣や事務所荒らしが発生し現金等が盗まれています。

◎灯油盗難など冬型犯罪にご注意ください！

灯油盗難等冬型犯罪が増加するおそれがあります。

屋外に灯油のホームタンクを設置している方、道路か

ら見える場所にポリタンクを保管している方は、ホー

ムタンクの蓋をカギ付のものへ換えたり、ポリタンク

の取っ手にチェーンを掛けたりと盗難防止対策をお願

いします。また、冬の季節は、路肩の雪が高くなり、

建物の玄関や窓などの見通しが悪くなるため、侵入犯

罪が増加しますのでお気をつけください。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

年
明
け
と
と
も
に
除
雪
や
排
雪

に
追
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
雪
を
む
や
み
に
道
路

へ
捨
て
る
行
為
は
、
道
路
交
通
法

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
か
き

が
大
変
な
の
は
誰
も
が
同
じ
。
モ

ラ
ル
と
責
任
を
も
っ
て
、
交
通
事

故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
一
時
停
止
の
必
要
な
交

差
点
で
一
時
停
止
を
せ
ず
、
左
右

の
確
認
す
ら
お
ろ
そ
か
に
飛
び
出

し
て
く
る
車
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
は
雪
の
な
い
季
節
で
も
危
険

な
行
為
で
す
が
、
特
に
こ
の
季
節

は
、
更
に
視
界
不
良
や
悪
路
な
ど

の
条
件
が
加
わ
り
、
重
大
な
事
故

を
引
き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
と
な

り
ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

っ
て
か
ら
自
ら
の
油
断
や
甘
え
を

反
省
し
て
も
遅
い
の
で
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
は
、
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
子
ど
も
た
ち
や
お
孫
さ
ん
た

ち
に
胸
を
張
っ
て
言
え
る
安
全
運

転
を
心
が

け
て
く
だ

さ
い
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ† 76－2151

FAX    76－2976

場所 美幌町字東３条北２丁目１番地

美幌町保健福祉総合センターしゃきっと

プラザ（† 0152－73－1111 内線346）

確
定
申
告
の
場
所
が
変
わ
り

ま
す

源
泉
徴
収
票
の
コ
ピ
ー
は
ご

自
分
で
お
願
い
し
ま
す

平
成
22
年
度
調
停
等
受
付

相
談
会
日
程
（
美
幌
町
）

近年、携帯電話やＩＰ電話等が普及し、携帯電話・ＩＰ電話

等からの119番通報の受信件数が、年々増加しています。このシ

ステムは、携帯電話やＩＰ電話等からの119番通報時に、音声通

話と同時に通報者の発信位置を、通報を受信する美幌消防署通

信指令室の電子地図上に、表示させるシステムです。特に、携

帯電話による屋外からの119番通報では、土地勘のない方からの

場合でも、迅速に通報位置を特定できるため、消防隊や救急隊

の現場到着時間の短縮につながることが期待されます。

２　運用開始日時

１　位置情報通知システムについて

携携携携帯帯帯帯電電電電話話話話・・・・ＩＩＩＩＰＰＰＰ電電電電話話話話等等等等かかかかららららのののの111111119999番番番番通通通通報報報報にににに係係係係るるるる

「「「「位位位位置置置置情情情情報報報報通通通通知知知知シシシシスススステテテテムムムム」」」」のののの運運運運用用用用をををを開開開開始始始始ししししままままししししたたたた！！！！

① 携帯電話から通報した場合

119番通報を受信した基地局の住所や電波到達範囲等から算出された位置情報が通知されますが、ＧＰＳ機

能に対応する携帯電話については、より精度の高い位置情報が通知されます。ただし、携帯電話の機能や発信

場所、その他の条件により、位置情報の誤差が大きくなる場合があります。

３　通知される情報

平成21年12月15日から、運用開始しています。（津別町内からの119番通報は、美幌消防署通信指令室で受理し

ています）

携帯電話の発信番号の「184」を付加した場合、又はＩＰ電話で非通知設定をするなど発信者番号非通知の場

合は、位置情報は通知されません。ただし、人の生命、身体に差し迫った危険がある場合など、美幌消防署通信

指令室において、緊急に位置情報が必要と判断した場合は、非通知設定を付加された通報であっても、位置情報

を取得することがあります。

４　非通知設定をして119番通報した場合

位置情報通知システムについては、美幌消防署通信指令室（†73－1211 FAX72－0664）にお問い合わせく

ださい。

なお、119番は緊急通報専用電話ですので、お問い合わせには使用しないでください。

６　問い合わせ先

５　119番通報時のお願い

携帯電話で119番通報した場合、その携帯電話の機種や電波の受信状態により、通知される位置情報に誤差が

生じ、通報場所の正確な位置を特定できないことがありますので、119番通報は従来どおり口頭で住所や目標物

等をお伝えください。

《なお、災害現場の通報は自治会名ではなく、住所での通報をお願いいたします。》

例１　自治会名　西町　→津別町字西２条○○番地　　消防太郎

例２　自治会名　東町　→津別町字東４条○○番地　　消防花子

②ＩＰ電話等から通報した場合

通報している電話回線を契約している人の住所や氏名等が、位置情報として通知されます。

美幌・津別通信指令室

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
ま

す

www.hokkaido-labor.go.jp



次
に
該
当
す
る
世
帯
は
児
童
扶

養
手
当
を
請
求
で
き
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

・
母
子
家
庭
ま
た
は
そ
れ
と
同
等

の
世
帯

・
子
ど
も
の
父
が
一
定
の
障
が
い

を
も
つ
世
帯

・
子
ど
も
を
親
以
外
の
者
が
養
育

し
て
い
る
世
帯

18
才
未
満
（
重
度
障
害
児
は
20
才
未

満
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

特
別
児
童
扶
養
手
当

20
才
未
満
の
一
定
の
障
が
い
を
持

つ
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
場
合

※
不
明
な
点
や
手
続
き
に
つ
い
て

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
担
当

†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
９
９

平
成
21
年
分
の
医
療
費
控
除
に

つ
い
て
、
昨
年
と
は
控
除
対
象
医

療
費
の
範
囲
が
か
な
り
違
っ
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
要
点
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

20
年
ま
で
対
象
外
と
し
て
い
た
、

入
院
時
の
通
常
の
食
事
代
、
日
赤

等
の
予
約
料
、
不
妊
治
療
費
等
は
、

21
年
か
ら
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
薬
局
で
購
入
す
る
薬
や

配
置
薬
の
控
除
対
象
薬
品
に
つ
い

て
も
対
象
範
囲
が
広
が
り
、
医
師

か
ら
の
指
示
に
よ
り
購
入
す
る
も

の
の
他
「
予
防
的
な
薬
」
以
外
で

「
治
療
の
為
に
使
用
す
る
も
の
」
に

つ
い
て
は
、
控
除
対
象
医
療
費
と

し
て
認
め
ら
れ
る
薬
も
多
く
な
っ

て
来
ま
し
た
。

漢
方
薬
に
つ
い
て
も
、「
予
防
的

に
」
服
用
す
る
も
の
は
対
象
外
で

す
が
、
医
師
の
指
示
の
あ
る
も
の

や
「
治
療
的
に
」
服
用
す
る
も
の

は
対
象
薬
と
な
り
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
よ
り
対
象
医
療

費
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
担
当
†
76
｜
２
１
５
１

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。

自
動
車
を
廃
車
又
は
売
買
・
譲

渡
に
よ
り
所
有
し
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
運
輸
支
局
で
抹
消

又
は
移
転
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。３

月
31
日
ま
で
に
抹
消
又

は
移
転
の
登
録
が
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
平
成
22
年
度
も

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

網
走
支
庁
北
見
道
税
事
務

所
自
動
車
税
係
（
北
見
市

青
葉
町
６
番
６
号
）

†
０
１
５
７
｜
25
｜
８
６

８
１

津
別
高
校
で
は
授
業
改
善
・
学

力
向
上
に
向
け
て
授
業
研
究
週
間

を
設
け
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は

次
の
日
時
の
授
業
に
つ
い
て
一
般

の
方
に
も
公
開
を
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
校
下
さ
い
。

公
開
期
間

２
月
１
日（
月
）〜
２
月
４
日（
木
）

２
校
時
（
９
時
45
分
）

〜
４
校
時
（
12
時
35
分
）

※
１
時
間
の
み
の
参
観
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

津
別
高
校
†
76
｜
２
８
０
８

（
北
村
教
頭
、
山
内
教
務
部
長
）

パソコンによる簡単なマウス操作や文字入力がで

き、Wordの基本知識をお持ちの方を対象にしたパソ

コン講座を開催します。

■日　時 ２月10日（水）、12日（金）、15日（月）

午後６時30分～午後８時30分

■場　所 津別高等学校

３階情報処理室

■受講料 無料

■内　容 Wordで案内状を

作ってみよう

■募集定員 20人

■申し込み締切 ２月５日（金）まで

※電話かFAXで申し込み下さい。

■申込・問い合わせ先

津別高等学校　† 76－2808

FAX 76－2662

津別高等学校公開講座のご案内津別高等学校公開講座のご案内

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

日　時 ２月10日（水）９時30分～12時00分

場　所 中央公民館　１階和室・調理室

※場所が変更になっています

持ち物 エプロン、三角巾、手ふきタオル、離乳食ガ

イドブック

参加費 無料です

申込締切 ２月４日（木）まで

その他 当日は託児があります

生後４～７ヶ月児の保護者を対象にした離乳食（初期、

中期）の教室を開催します。

教室では、講話（離乳食のポイント、進め方など）、調

理実習（初期、中期）、試食などを予定しています。気軽

にご参加下さい。

申込・問い合わせ先 役場　保健福祉課健康医療グ

ループ・栄養士　†76－2151 内線 232

自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の
登

録
は
３
月
31
日
ま
で
に

道税ホームページ　
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim

津
別
高
校
授
業
研
究
週
間

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151内線 222

国民年金保険料は、お支払い方法によ

って割引があるのをご存知ですか。

前納でおトクな割引を

■募集する作文・標語の内容

・交通事故防止に関すること

・交通事故の体験に関すること

・その他交通安全に関すること

■作品応募対象者

・児童・生徒の部

（小学校５・６年生及び中学生）

・一般の部（高校生以上）

■作品の提出期限及び提出先

期　限：２月26日（金）

提出先：役場　住民生活課住民生活グループ

※児童・生徒の部については、学校を通じて集約しております。

■表彰区分

最優秀賞　小中学生及び一般　各１点

優 秀 賞　小中学生及び一般　各２点

努 力 賞　小中学生　　　　　各２点

■表　　彰

４月に開催予定の「交通安全町民大会」の席上で行います。

■問い合わせ先 役場　住民活動・交通担当　†76－2151

町では交通事故を少しでも減少させることを目的に、下記要領に

より『第18回交通安全に関する作文・標語コンクール』を実施いた

します。

当該コンクールは、従来児童・生徒（小学校５・６年生及び中学

生）のみを対象としたコンクールでありましたが、今回から一般

（高校生以上）の方も対象に含めて実施することにいたしました。

内閣府では、平成22年度に実施する国際交流事業（「国

際青年育成交流」「日本・中国青年親善交流」「日本・韓

国青年親善交流」「青年社会活動コアリーダー育成プログ

ラム」「世界青年の船」「東南アジア青年の船」）の参加青

年を募集しています。

問い合わせ先 内閣府政策統括官（†03－3581－1181）

青年国際交流事業に参加しませんか
問い合わせ先

●役場保健福祉課福祉担当†76－2151

（⑪番窓口　内線233）

●総務省地デジチューナー支援実施センター

†0570－033840 FAX044－966－8719

※上記FAX番号が利用できない場合は下記まで

FAX044－969－5425

～平成21年度分申込期間延長のお知らせ～

平成21年10月の広報で、簡易チューナーの給付

におけるお知らせをしておりましたが、平成21年

度分の支援申込期間が平成22年２月26日
（金）（消印有効）まで延長となりました。支
援を希望される方は、期限内に申請書を総務省地

デジチューナー支援実施センターまで送付してく

ださい。

問い合わせ先　役場環境衛生担当 †76－2151内線215

�

�

�

６カ月で710円６カ月分前納

１年分で3,120円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

６カ月で1,000円６カ月分前納

１年分で3,690円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

◎納付書又はクレジットカードで前納さ

れた場合

◎口座振替で前納された場合

※割引額は、平成21年度の額です。平成22年

度の割引額はまだ未定です。

※また、６カ月分前納は上期（４～９月分）、

下期（10～翌年３月分）となります。

国民年金保険料の前納には、事前の申

込が必要です。なお「１年分前納」と

「上期６カ月分前納（４～９月分）」の申

込期日は２月末です。

－前納のお申し込み・お問い合せ先－

北見年金事務所　国民年金課

†0157－25－9635


